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               審   査   の   要   旨 
 
 21世紀の生態学研究には、高々5年程度の短期の観察・実験に基づいたものが多いが、長期展望に基づ
く生物の保全対策を考える上で、歴史的資料を組み込んだ長期データに基づく研究こそ、21世紀型の生
態学研究のあるべき姿だと思われる。本研究は30年におよぶ実データと、文献や人的ネットワークを駆
使して作成された1960年代まで遡るデータを駆使し、長期にわたるサギ類コロニーの動態とそのメカニ
ズムを明らかにした意欲的な研究であると評価できる。特に長期にわたるサギ類の個体数動態の研究は、
ヨーロッパやアメリカでは発表されていたが、コロニーの動態も絡めた研究は、特にアジアでは皆無で
あった。本研究はその意味で、アジア初の本格的なサギ類の長期動態解析結果の発表である。本論文の
第1章はすでにForktailに発表されており、第3章、4章についても現在投稿・査読中の状態である。 
 解析に用いた手法は、古典的な統計手法だけでなく、物理学的手法や最新の統計技術を駆使したもの
になっている。著者は数学的知見に決して明るいわけではなかったが、辛抱強く理解に務めた結果、様々
な解析手法を会得した点も評価できる。特に、6年間のラジコンによる空撮と地上個体数調査を一人でこ
なしてきており、そのフィールドワークの能力は高く評価できる。また、長期データ編纂の過程で、得
られた情報を公に「鷺史」として公開することを提案し、現在Drupal7というユーザーが参加し易いシス
テムを使ってホームページの構築に着手している点も大変評価できる。 
 平成26年1月30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
